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◆ アスベスト問題の波紋が大きく広がっています．
除去処理が進んだはずと思っていましたが，各地の
校舎・体育館・駅などの公共の施設で，吹き付けら
れたアスベストの露出が見つかっています．アスベ
ストは微粉の飛散を防ぐことが肝心．的確な調査・
対策により，これ以上被害が広がらないよう注意し
たいものです．
◆ さて，今月の地質ニュースは「希少金属資源」・
「岩石の割れ目」・「火山調査」・「岩石顕微鏡」・「出
版物等の紹介」など多彩な内容となりました．
◆ まず，石原特別顧問が「インジウムと火山堆積性
塊状硫化物鉱床」と題して，インジウムの用途，元素
としての性質，そしてポルトガルのインジウム鉱山の
様子までを表紙・口絵写真と共に，解説してくださ
っています．最近，液晶のパソコンやテレビがすっ
かり身近になりましたが，その製造技術の中枢であ
るITOターゲットや液晶板の製造技術は，日本が激
しい競争の中で世界の先端を競っています．私達
の生活と技術の最先端まで感じていただける解説
です．
◆ 次に茂野・佐々木氏が「フラクチャーとフラクタル
の関係？」と題して，岩石中の微細な割れ目から地
震断層まで，割れ目とその発達過程などについて理
論的に解説してくださいました．インドネシア・スマト
ラ沖地震で動いた断層の長さは1,200km余と言わ
れていますが，まだまだ謎だらけのようです．
◆須藤氏は「フィリピン火山地震研究所2005年ヘリ

コプター事故」の報告をされました．観測に伴う事
故，雲仙普賢岳の火砕流の事故を思い出しました．
こういった苦い経験を将来の火山災害の観測や防
災に活用したいものです．
◆ 高橋・三宅氏による「偏光顕微鏡活用例」，最近
偏光顕微鏡があまり使われないようですが，偏光顕
微鏡は大変有用な研究機器，鉱物学を目指す若い
方には是非読んでいただきたい貴重な資料です．
◆ 佐竹・七山氏には「数値地質図EQ-1北海道太平
洋岸の津波浸水履歴図」の解説をしていただくとと
もに，北海道や民間企業との連携の経験もお話し
いただきました．
◆ 宮越・丸井氏には全国井戸・水文データベース
「いどじびき」の改定と適用さらに新しい使い方につ
いても解説していただきました．
◆ 中野氏他の皆様には5万分の1地質図「水口」，
吉川氏他の皆様には5万分の1地質図「生野」の地
質解説，さらに地域の話題・巡検適地の紹介をして
いただきました．地質図を持って出かけてみて下さ
い．
◆ 標本館からは3月に行われた化石のレプリカ作り
の様子を紹介していただきました．
◆ いよいよ夏本番，帰省や海外旅行と楽しい計画
をお持ちのことと思います．お出かけになったら，
足元の地層や砂にも注意を，ハワイだけでもいろん
な砂が見られますよ（口絵参照）．くれぐれも事故に
あわないようお気をつけ下さい． （須藤定久）




